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フィードバック型適応交流ノイズキャンセラにおける係数平滑化




































































































































図 5 カットオフ周波数 0.003[Hz]
図 3,4,5のように，カットオフ周波数を小さくしていくと徐々
に除去ができており 0.003[Hz] でほとんど除去できていること
が確認できた．
4 結論と今後
フィードバック型での平滑化に関して 2 段階の構造をもつ適
応フィルタを提案し，ローパスフィルタのカットオフ周波数を小
さくすることでノッチ，すなわち自己除去成分を除去できること
を確認した．また，除去に有効なカットオフ周波数は 0.003[Hz]
以下であることが分かった．今後は，除去する過程でノッチと
は逆方向にピークが表れることが確認でき，この点に関しての
検討が必要である．また，混入する雑音が交流雑音の場合に有
効であるため，不規則雑音に対しても有効であるかどうかも検
討が必要である．
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